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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（意見等） 

本研究は、J-PARC に新設された高運動量ビームラインからの一次陽子ビームを原子核標的に照射し

てφ中間子を生成し、その質量スペクトルに対する媒質効果を高統計高精度で測定するものである。 

これまでに、GEM 検出器、ハドロン不感型検出器、鉛ガラス検出器など、ほぼ予定どおりに必要な

検出器が製作されている。また、新設ビームラインの許認可に遅れが出たものの、数カ月の遅れでビー

ム試験が実施されている。今後も J-PARC のビーム供給に留意するとともに早期にビームラインの強

度やビームプロファイルなどの性能を確認し、反応レートが設計どおりであることを確認する必要が

ある。 


